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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 本研究はヒトとリスザルを対象に、顔画像を刺激とし、自種と他種の識別、すなわち

種の識別を行う際の認知について、種間の比較、過去に行われた個体識別の研究結果と

の比較を行った。その結果、種の識別においても個体識別と同様の部位が識別の手がか

りとして重要であること、顔刺激のみで種の全身像が選択可能であることが示された。

このことは、リスザルにとってヒトと同様に顔が個体や種の識別に重要な要素であるこ

とを示す一方で、顔の認知方略に関しては系統発生的に多くの種に共通する方略と特定

の種に特有の方略が存在することを示唆するものであった。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

ヒトは優れた顔認知能力を有している一方で、自分の種の顔画像は他の種の顔画

像 に比べて認識が容易であることが示されている。つまり、われわれヒトにとっ

て ヒトの顔は簡単に見分けがつくものの、他種の顔の見分けは困難であるとされ

る 。これは顔認知の 種効果（ species effect）とよばれる。 本研究ではリスザル

を 被験体として、自種であるリスザルの顔画像と他種であるヒトの顔画像を提示

し た際の種の識別がヒトと同様の傾向で行われるか検討した。加えて種の識別の

際 に手掛りとされる顔情報について検討し、個体識別の際に用いられる顔の部分

情 報との差異を調べた。さらに顔刺激と全身像の一致した選択が行われるか、つ

ま り顔刺激のみで特定の種の全身像が選択可能であるか検討した。リスザルの実

験 終了後、比較検討のためにヒトを対象に同一の実験パラダイムを用いて実験を

行い、両者の成績を比較検討した。  

本実験は申請書に記載のように、大きく分けて①装置作成、②トレーニング、③

学 習試行、④テスト試行の４つの段階から構成されている。以下に各段階の研究

成果を報告する。  

 

＜装置作成＞  

 本研究を開始するにあたって、リスザルを対象とした顔認 知実験を行うための

装置開発を行った。防音箱・モンキーチェア・顔画像提示用ディスプレイ・制御

用コンピュータ等は既存のものを改良し、本実験に適切な条件になるように改良

を施した。また反応装置として赤外線式のタッチパネルを用いた。タッチパネル

制御・実験制御のためのプログラムを Vision Shell ライブラリーを用いたＣ言語

で作成した。実験に使用する刺激としてヒトの顔画像・リスザルの顔画像を 8 枚

ずつ用意し、顔の外部的な特徴（頭髪や輪郭など）を可能な限り省くように調整

した。またそれらの顔刺激の両目部分のみを表示した画 像、口と鼻部分のみを表

示した画像、中心部にある目・鼻、口を除いた顔の周辺部分のみを表示した画像

を作成し、テスト試行に用いるプローブ刺激とした。さらに両種の全身像を正面

から写した画像、背後から写した画像を用意した。  

 

＜トレーニング＞  

 リスザルを被験体とするにあたり、はじめに実験を速やかに行うための予備訓

練的なトレーニング、すなわち強化子を安定して取得するためのフィーダートレ

ーニング・タッチパネルを押す行動を確実に行うためのタッチパネルトレーニン

グが必要であるが、本研究ではすでにこのトレーニングを終了してい る２頭のリ

スザル（ Gokuh・ Jojo）を被験体として用いた。  

 

＜学習試行＞  

 手続きとして弁別課題を用いた。画面の左右にリスザルの顔とヒトの顔を１枚

ずつ提示した。正答となる刺激は条件間で固定されており、例えばリスザルの顔

が正答となる場合は繰り返しリスザルの顔を正答とする試行を行った。１セッシ

ョンは４８試行であり、３セッション続けて正答率が 80％を越えることを学習完

成の基準とし、プローブ刺激を含めたテスト試行に移行した。テスト試行終了後、

正答となる刺激を変更し、再度学習試行、テスト試行を繰り返した。その結 果、２

頭のサルは平均２１セッションで学習完成の基準に達した。 
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＜テスト試行＞  

 テストセッションにおいて両目の布置関係を含んだ画像を提示した場合、ヒト

の顔画像において、顔全体を提示した場合と同様に有意に成績が上昇した（二項

検定  P<.05）。一方で鼻と口のみの画像を提示した場合、正答率はチャンスレベル

になった。またリスザル顔画像において目・鼻や口など顔の特徴を構成する部分

を含まない周辺輪郭部位の画像を提示した場合、正答率は顔全体を提示した場合

と同様の成績を示した（二項検定  P<.05）。この傾向は２頭のサルで共通していた。

またテスト刺激として全身像を提示した場合、リスザルの顔画像が正 答となる条

件においては正面、背面両方の全身像をチャンスレベル以上の成績で選択できた

（二項検定  P<.05）。一方でヒトの顔画像が正答となる条件ではいずれの全身像も

チャンスレベルの選択率となった。  

 

＜ヒトの実験＞  

 できるだけリスザルの実験と同じ条件、同じ刺激を用いて２名のヒトを対象に

比較実験を行った。その結果、速やかな学習およびプローブ刺激（顔画像の一部

分・全身像）の選択を示したが、周辺輪郭部位のヒト顔画像においてのみ、トレ

ーニング画像と比べて選択に反応時間を要した（ t (8.05657) df (40) p < .01，

リスザル顔画像 t (4.08843) df (40) p < .01）。  

 

＜考察＞  

 学習試行の結果から、リスザルにとって種の識別が自種や他種の個体識別よりも

より容易であることがわかった。これは共通の手続きを用いて行われたヒトによる

実験でも同様の傾向であり、両種で共に種の効果が確認されたといえる。さらにテ

スト試行の結果は、リスザル・ヒト共に個体識別の手がかりとなる顔情報と種の識

別の手がかりとなる顔情報に共通性があることを示している。特に鼻・口を示した

部分は 自種を 正答 に した条 件にお いて も 他 種を 正答に した 条 件にお いても チャン

スレベルの成績になり，種の識別への関与が見られなかった。これはリスザルの顔

による種の識別が顔全体というよりも顔の特定部分，恐らく目を中心とする部分と

輪郭周辺部位に強く依存していることが考えられる。本実験では輪郭周辺部位を目

と鼻・口以外の部分と規定しており，より厳密な設定は行なわなかったため，本実

験における輪郭周辺部位には目の周辺の情報と鼻・口の周辺の情報の両方が含まれ

ている。よって仮に輪郭周辺部位の中でも目の周辺の情報が重要であるならば，リ

スザル は両眼 の周 辺 という 非常に 限ら れ た範囲 のみで 種の 識 別を行 なって いるこ

とになり，仮に鼻・口の周辺の情報が重要であるならば，両眼と鼻・口の周辺とい

う不思議な顔情報の利用を行なっていることが考えられる。  

 また全身像の選択に関して，本実験の結果はリスザルの顔とリスザルの全身像は

共通性のあるものとして選択可能であるが，ヒトの顔とヒトの全身像は選択が困難

であることを示す結果であった。この要因として、ヒトの全身像とリスザルの全身

像がそもそも有している共通性の違いが考えられる。言うまでもなく，リスザルは

基本的に全身を体毛に覆われた姿をしており，ヒトは 通常，衣服を着用している。

今回使用したヒトの全身像刺激は被験体にとって未知の人物であり，服装も未知の

ものであった可能性が高い。よってリスザルの画像においては全体の形態と色やテ

クスチャーの情報を手がかりとすることが可能であったにも関わらず，ヒトの画像

では全体の形態のみが判断基準であった可能性がある。よって仮にヒトの全身像が

リスザルにも視覚経験が豊富な白衣を着用した画像であれば，選択率が上昇した可

能性も考えられる。  
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